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調査概要

調査目的 ︓ 所属トラックドライバー仕事意識・就業実態を調査する
ことにより、ドライバー⼈材を維持・増加させるために
必要な施策を明らかにする。

調査対象 ︓ ロジカ株式会社トラックドライバー

調査方法 ︓ 無記名によるアンケート回答方式

調査時期 ︓ 2022年2月1月-3月5日

有効回答数 ︓ 24名

調査実施機関 ︓ 日本ミシュランタイヤ株式会社
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回答者のプロフィール（ドライバー・年代）

ロジカ様全体

年代 業界平均
n=310

このレポートにおいて使用する
「業界平均」とは、2019年に
日本ミシュランタイヤ株式会社
が、インターネットを利用して
実施したアンケート結果に基づ
きます。

若い年代の採用が顕著に増えているようです。
年代構成もバランス良い広がりとなっています。
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調査結果の詳細
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職業選択理由

若⼿ドライバーの採用が増えていることの反映でしょうか、「⾞·運転が好きだから」の⽐
率が非常に⾼くなっています。

Q1 あなたがドライバーになった最も大きな理由をお選びください。 SA
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勤続年数

会社創⽴10年を超えた中、会社業績の伸⻑に合わせ採用も増えていることを反映した数
字と思います。また、退職率の⾼かった状況も落ち着きをみせてきているのではないで
しょうか︖

Q2 あなたは今の会社に、何年務めていますか。 SA
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求⼈情報経路

若い方を中⼼にインターネットを⾒ての応募が多くなっていると思われます。⼀方で、
前回多かった６．社員·知⼈からの紹介がかなり減少しているようです。

Q3 あなたは今の会社をどのようにして見つけましたか。 SA
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休暇日数/労働時間

休暇日数も着実に充実してきています。⼀方で、労働時間に関し12時間以上の⽐率が顕著
に増えています。コンプライアンスの観点から要注意ではと判断致しますが、もしかします
と、稼ぎたいドライバーの要求といったことが反映しているのでしょうか...︖

Q4 平均して、1ヶ月にどの程度休日を取りますか。 / Q5 平均して、1日の就労時間はどの程度ですか。 SA
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仕事での重視点（MA）

職業選択理由の中で「⾞·運転が好きだから」が⼀番多かったことを反映しての結果が強く
⾒られます。また、前回と同様に「顧客とのやりとり」あるいは「達成化がある」が⾼い数
字を示しています。

Q6 ドライバーの仕事をする上で、あなたが重視していることを全てお選びください。 MA
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仕事での最重視点（SA）
Q7 ドライバーの仕事をする上で、あなたが最も重視していることをひとつだけお選びください。 SA
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仕事での最重視点（給与以外）

やはり、「達成感がある」が⾼い数字となっていますが、「会社のコンプライアンス」
も⾼い数字となっています。

Q8 改めてうかがいます。ドライバーの仕事をする上であなたが最も重視していることを、「給与」以外でひとつだけお選びください。 SA
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労働環境満⾜度（ロジカ株式会社 全体）
Q9-Q19 あなたの現在の労働環境についてうかがいます。以下の項目それぞれについて、どの程度満足していますか。 SA

前回⾼い結果となっていた満⾜度ですが、殆ど全ての項目で数字が下がっています。
例えば、総合的な満⾜度は前回調査と⽐較すると27％の低下となっています。
詳細分析は後述致します。
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労働環境満⾜度（業界平均⽐・ロジカ株式会社 全体）
Q9-Q19 あなたの現在の労働環境についてうかがいます。以下の項目それぞれについて、どの程度満足していますか。 SA

全ての項目で継続意向の業界平均を上回っていますが、僅差の項目もいくつかあります。
前回調査では、全ての項目が⼤きく上回っていました。
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ワークライフバランス不満理由

前述で12時間以上のドライバー⽐率がかなり⾼い結果となっていましたが、必ずしもそれ
が不満に繋がっていないようです。やはり、稼ぎたいという方が多いからでしょうか︖
コンプライアンスの観点から、バランスを持った対応が求められると思います。

Q20 ワークライフバランスについて、満足していない方に伺います。あなたが満足していない理由として、あてはまるものを全てお選びください。 MA
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ドライバー継続意向

継続希望が前回同様100％となっています。⼀方で、アンケート不参加ドライバーの意向が
どうなっているのかが懸念として挙げられます。

Q21 あなたは今後もトラックドライバーのお仕事を続けたいと思いますか。 SA
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褒章制度
Q22 あなたが貰ったことのある褒章を全てお選びください。 MA
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研修内容（受講した研修/⼤切と思う研修）全体
Q23 あなたがこれまでに受けた研修内容を全てお選びください。/ Q24 あなたご自身にとって、大切だと思う研修内容を全てお選びください。 MA

前回調査では全項目が業界平均を上回っていましたが、今回は複数項目で業界平均を下回っ
ています。⼀方、安全に関する全ての項目で業界平均を⼤きく上回っています。
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モニタリングしている情報

法令の遵守のみ業界平均を下回っていますが、他のページの評価結果も含めて鑑みますと
コンプライアンスは注目課題の⼀つと言えるかも知れません。

Q25 業務において、あなたの会社がチェックしているものを全てお選びください。 MA
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他のドライバーとのコミュニケーションの方法/内容

ドライバー間のコミュニケーションは良好と判断されます。

Q26 あなたは他のトラックドライバーと、どのような方法で連絡をとりますか。/ Q27 あなたが他のトラックドライバーと行うことで、あてはまることを全てお選びください。 MA
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上司とのコミュニケーション

定期的な面接は是非増やして頂きたい活動項目です。

Q28 あなたは、会社の上司とどのようなコミュニケーションをとりますか。あてはまるものを全てお選びください。 MA
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ドライバーとしての誇り

※ これらの質問項目の業界平均の回答はありません。

「敬意をもった扱い」と「所属会社の社員としての誇り」が前回調査と⽐べて
評価が⼤きく下がっています。詳細分析は後述致します。

Q31 あなたはトラックドライバーという職業に誇りを持っている。/ Q32 あなたは社内で敬意を持った扱いを受けている。/ Q33 所属する会社の社員であると誇りをもって言える。 SA
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ドライバーとしての誇り

前回結果︓77％ ⇒ 今回結果84％（+7%）

Q31 あなたはトラックドライバーという職業に誇りを持っている。 SA
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敬意を持った扱い

前回調査︓77％ ⇒ 今回調査︓38％（△39％）かつ全くそう思わないも21%と⾼いです。
この項目で敬意を持って扱ってくれているか否かの対象はもちろん会社構成員の全員となりま
すが、傾向として上司からの対応あるいは（ドライバーの場合）社内事務系の
社員からの対応を指すことが多いようです。

Q32 あなたは社内で敬意を持った扱いを受けている。 SA
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所属会社の社員としての誇り

前回調査︓85％ ⇒ 今回調査︓54％ （△31％）
前回同様達成感に重きを置くドライバーが多いことから、所属会社の社員としての誇りを持
つ方が少なくなっていることは、特に前回調査内容がとても良かっただけに気になります。

Q33 所属する会社の社員であると誇りをもって言える。 SA
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Q34 トラックドライバーの方々の労働環境をより良くするために、どのような取り組みが必要だと思いますか。どのようなことでも結構ですので、あなた自身の考えを、ご自由にお書きください。 FA

取り組みへの意⾒

トラックパーキングの増設（６）
0時アウトの撤廃（３）
運賃アップ（４）
給料アップ（２）
法令順守（２）
荷積み、荷卸し時の待機時間廃⽌・効率化（２）
高速深夜割引枠時間帯の拡張（２）
ゆとりある運⾏
仕事柄、睡眠不⾜になりがちなので毎⽇しっかり睡眠時間が取れるような運⾏に

してほしい︕
430運動廃⽌
稼ぎたい人と、ぼちぼちでいい人の、労働時間を一緒にせずに、労働時間の基準

を、色々なパターンで設定したらいいと思います
福利厚⽣の充実
⼥性の働きやすい環境整備
休憩施設の増設と充実
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前回アンケート vs 今回アンケート
前回結果

➣ 重要な指標の全てで⾼い評価
- 満⾜度
- 社員としての誇り
- 研修の充実
⇒ 強い組織作りが順調に進⾏

➣ 懸念
- ドライバーの退職率が多いのでは︖
- 年齢が⾼い方の構成⽐が⾼い

➣ 今後の注⼒点としての提案
- 新規採用（特に若⼿）の推進を目指して

活動。ために、採用基準（求める⼈材
像）明確化＋入社後のトレーニング充実

今回結果

➣ 環境
· 会社設⽴10年超え
· 売上/社員数も順調に増加
· 新規採用の勢いは落着き、定着率が向上
していると判断
· ドライバーの年齢構成もバランスが取れ
てきている ⇒ これからの成⻑に寄与

➣ 重要指標全ての評価が低下
- 満⾜度
- 社員としての誇り
- 研修の充実
⇒ 会社方針に基づく活動 ≠ 社員の期待
⇒ アンケート参加率が低い事の意味は︖
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2019 vs 2022 (1)

在籍年度別数（回答数24名）

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

2022アンケートで確認

2019アンケート時点に於ける推移

3
年

-

1
0
年

1
年

-
3
年

1
年

未
満

12名？

33名

38名

36名

8名

11名

5名

15名

13名

18名

年度別ドライバー数

20名

25名

年齢が⾼いドライバーの構成⽐が
⾼かった状況は⼤きく改善された
と思われます。
結果、将来の成⻑の⾜枷／ビジネ
ス継続性の懸念が⼤きく改善され
たと思います。

・採用⼈数の急激な増加は落着き
を⾒せていると思われます。
・若⼿の採用が積極的に実施され
たのではないでしょうか︖
・未回答は年齢の⾼いドライバー
が多いのでしょうか︖
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2019 vs 2022 (2)

殆どの項目で満⾜しているという評価が下がっています。

明確な理由はわかりませんが既に記載しました通り「会社方針に基づく活動と社員
の期待が⼀致しない状況となっているのかも知れません」。

こうした状況は会社成⻑過程で常に起こる問題ですが、早い段階で対応して頂くこ
とで、再び成⻑過程に入ることが出来ると判断致します。
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2019 vs 2022 (3)

「敬意を持った取り扱い」で肯定的評価が⼤きく減っていますが、特に前回ゼロであった
「全くそう思わない」が21%と急上昇しています。この調査項目では、対象は全構成員
が挙げられますが、ドライバーの場合上司あるいは社内事務職を指す傾向が多いです。

「取り組みへの意⾒」の中で、社内コミュニケーションに関する不満は述べられていない
ことから「敬意を持った取り扱い」ならびに「所属社員としての誇り」の項目が下がった
理由を把握するのは難しいです。が、何らかの状況が⽣じている可能性はあります。
難しい対応ですが、原因を突き止める必要があります。
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2019 vs 2022 (4)

安全は会社が目指されている最重要目標の⼀つですが、この部分の実施実績
ならびに評価はとても⾼いです。会社方針が社員に⼗分理解されている表れ
と言えます。

⼀方で、安全以外の項目で、業界平均を下回っているものがありますが、会
社方針&費用対効果を考慮しながらご対応頂ければと思います。
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現状に関して

現在の状況は【会社方針に基づく活動 ≠ 社員の期待】と言えるの
では︖
逆に言えば、組織⼒再強化に向けた活動を⾏う良い機会にあると判
断されます。

売上ならびに社員数も順調に増えてきたことは、今までの組織作り
が⼗分効果的であったことの表れと思います。そして、社員もその
ことを⼗分理解／評価していました（前回アンケートの⾼評価）

⼀方で、今後のさらなる成⻑を目指すためには、組織作りも新たな
段階に入っているのではないでしょうか︖

⽣意気を申し上げるかも知れませんが、今はまさにさらなる成⻑に
向けた ”踊り場”に位置されると判断致します。
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現状に関して

今迄 現在 今後

　迅速な対応が必要

順 調 な 成 長 期

踊 り 場 ??

転換点に至った時、迅速な対応を採れるか否かでこれからの命運が決定する
と思います。

上に向かって成⻑する時のスピードに⽐べ、下に落ちる時のスピードは格段
に速いものです。

現在発せられているシグナルを⾒極めて、組織の再強化に向けた活動を⾏っ
て頂きたいと思います。



Page 34「ロジカ株式会社」 ドライバー意識調査 結果報告 – 「2022年4月」

今後の活動に向けて

ロジカ様の組織強化に向けた下記の現在活動はどれも素晴らしい内容で、
⾒る者を感動させます。
- 経営者の企業理念
- 安全を追及する姿勢
- 地域創成を重視する姿勢
- HPを活用しての積極的コミュニケーション（VIDEOの活用、ブログ等)

今後、強い組織作りを目指しての活動再強化は、新しいことを⾏うのでは
なく、現在採用している(今迄採用してきた)内容の充実とコミュニケー
ションにあると思います。

既に述べました通り、「会社方針に基づく活動 ≠ 社員の期待」が言えます。
つまり、会社がなぜこの活動を⾏うのか︖（何を目指しているか、活動の
成果は何︖etc）が社員に⼗分伝わっていない＝理解されていないと思われ
ます。
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活動提案
１．敬意を持った扱い、所属社員としての誇り

ロジカ様はドライバーに求める基準を明確かつ⾼いレベルで設定されていると判断致します。
これは、強い組織を作るという観点からとても重要なことですので、継続して頂きたいと思い
ます。

⼀方で、”組織は⼈なり”、構成する社員のモチベーションが下がることは、成⻑の⼤きな阻害
要因となります。

解決策はコミュニケーションの強化と判断します。
- 特に、ミドルマネジメントの役割強化が必要と判断いたします。

/ 定期面接の機会を増やす。上司（営業所⻑etc）の負担が増えるとの懸念がありますが、⼀
時的に増加する負担と得られる効果（社員のやる気向上⇒会社成⻑）と⽐較した時、後者の方
が圧倒的に⼤きくなります。また、上司も管理に採られる時間が最終的に削減されます。面接
の場では、会社方針を伝える、部下の悩みを聞く等々多くの活動が求められます。

/ ミドルマネジメントのトレーニング（⼈材育成、積極的傾聴）

- 事務系の方も含めたコミュニケーション強化に向けた導き活動実施

- 社⻑からのメッセージ（今回のアンケート結果／敬意を持った扱いを示しての説明も⼀つ
の方法かと、、、）
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活動提案

２．満⾜度

⼈は常に要求します。それを全て聞き入れることは、資本に限りがあることを考慮したと
き不可能ですので、常に選択が求められます。

会社が目指す方向性／方針を土台として、その方向性に沿った活動の中で最適なものを採
用することになります。
- 会社が目指す方向性を明確に示す（社内外コミュニケーションで発信）
- 今回のアンケート結果を⾒て、会社が重要と考える内容に関連する項目の中で、評価が
低いものをピックアップ。以下を考慮して採用活動案を考えて決定。
- 費用対効果
- 即効性

３．採用活動＋トレーニング
- 会社が求める採用評価基準を明確にする
- トレーニングの充実を図ることで、会社の求める⼈材像を理解してもらう
- 併せて、会社の方向性／目指していることを説明する
- 上記活動を継続することで会社としての「文化」を創り上げることが出来ると思います。


